
里芋はインドからマレーシアにかけての南アジアが原産で、日本では縄

文時代から食用にされていました。古代の日本では里芋と稲作が作られて

いましたが連作のできない里芋より連作ができる稲作が主食となつたよ

うです。

里芋は上のかい離が残つていて、食物が大地の恵みであることを思い出

させて<れます。太古の音に人長が豊穣を祝つたことに闇いをはせる…・
そんな力を秘めた食材です。親芋から小芋、孫芋がどんどんできるので子

孫繁栄も象徴として縁起物扱いされてきました。

また、里芋には品種が多<、 芋の形や大きさもさまざまです。普通に里

芋と呼ばれるものは親芋の周りにできる小学を食べます (土垂)が、親芋
も小芋も食用するもの (セレベス)親芋のもみを食べるもの (京芋)小芋
と親芋が分れず塊になるもの (やつがしら)芋は食べず茎を食用する品種
(ハスイモ)などもあります。
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今年のうりぼう芋畑は、焼き芋や干し芋を作るために例年の倍の面積 (15a)の 作付けを行いました。また、
10月の土日の天候が日わしくな<芋掘りの入場者も少ないので日頃お世話になつている、いなべ市や東員町、桑
名市の福祉関係に芋掘りの招待の呼掛けをしましたところ員弁東小学校 1,2年生の皆さん、大安・員弁・北勢の
子育て支援センターの皆さん、東員アーチさん、ワークルーム桑反さん、桑名市みのり作業所さん、いなべ市社会
福祉協議会藤原作業所の皆さんに来ていただき芋掘りを楽しんでいただきました。
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lm酪爾幕
いなべ市民感謝祭に
出店し野菜を始め果物、
力8工品、惣菜、和菓子な
どを販売しました。
また、うりぼうの新名物
焼きたて『五平餅』は好

評につき早くに完売と

なりました。
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